
• 環境破壊の一つの原因として、他人事として考えている人がいるからだと考える。
• 環境保護に対し、自分事として考える人が増えることで、広範囲で環境保全につながる。
• そこで、中学生に体験してもらうことで環境に対し、自分事として考える人が増え、環境DNAに対しても、興味を
持つきっかけになる。

高校生視点の展望

中学生視点の展望

本活動を行うにあたり、ご協力いただいた大阪市立西中学校科学部顧問の大井先生、研究助成いただいた公益財団法人武田
科学振興財団に深く感謝申し上げる。
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• 体験をした生徒が入部してもらうと、個人の実験テーマに早く取り掛かることが可能である。

• 中学校側としては生徒の進路の選択肢を増やすことができるなど、様々なメリットがあるため、このような活動を

広く普及させていきたい考えている。

• 一回目の淀川の採水に共同で行けなかったため、コロナウイルスの制限が緩和された今、次回の採水は大阪

高等学校科学探究部とともに、採水したいと考えている。

環境DNA分析を利用した淀川水系の魚類相調査
～中高連携を通じた生物保全の実践活動～
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•  環境DNAとは空気中や土壌、河川や海中などに目に見えない状態で存在するDNAのを指す。

• それらのDNAを解析することにより、時間や労力をかけずに周辺に生息する生物を把握することができる。
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環境DNAについて

https://ednasociety.org/manual/
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